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「
日
〓

夏
の
総
会
　
ビ
ー
ル
パ
ー
テ
イ
ー

６
月
郷
日
岱
、
大
垣
フ
オ
ー
ラ
ム
ホ
テ
ル

（大
連
市
）
雲
海
の
問
蕉
お
い
て
、
な
が

ら
会
総
会
／
ど
―
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。
当
ｄ
は
、
業
務
な
終
え
た
ば
か
り

の
な
が
ら
会
仝
分
景
が
会
場
に
集
ま
り
、
午
後
６
時
か
ら
会
が
ス
タ
ー
ト
し
た
９

機
場

の
俸
閥
と
楽
移

い
ひ
と
と
き

な
が
ら
会
総
会
感
夏

・
冬
の
年

２
回
開
催
さ
れ
る
。
愛
の
総
会
は

『ビ
ー
ル
パ
ー
テ
イ
ー
」一
と
併
せ

て
行
わ
れ
、
冷
え
た
ビ
ー
ル
の
の

ど
ご
し
を
会
長
で
楽
し
む
の
で
あ

る
。平

成
望
年
度
な
が
ら
会
会
員
数

（平
成
望
年
６
月
ュ
瘤
現
在
）
は

９
９
９
名
、
昨
年
冬
の
な
が
ら
会

総
会

（平
成
１３
年
五
月
）
以
降
の

入
会
者
は
、
１
■
８
名
で
あ

っ
た
（

自
丼
良
鶉
肇
事
長

（歯
学
部
教

授
）
の
両
会
の
挨
拶
で
会
は
始
ま

り
、
統
い
て
名
基
具
琶
ｘ
で
あ
る
宮

期
侑
理
蓼
長
よ
り

「１
９
７
０
年

代
に
姶
ま
つ
た
な
が
ら
会
が
２。
数

年
間
縁
け
ら
れ
た
こ
と
は
一二恐

し

い
こ
と
で
あ
る
。
規
沌
と
し
た
今

日
、
社
会
の
変
化
に
ど
う
耐
え
る

こ
と
が
で
き
る
か
が
今
後
の
生
き

残
り
に
か
か
つ
て
く
る
。
原
点
に

返
り
、
教
育

・
医
療
の
ク
オ
リ
テ

イ
ー
を
高
め
よ
う
。森
と
の
挨
拶
が

あ
り
、
ま
た
、
会
長
で
あ
る
長
坂

一毎
大
学
長
よ
り

「サ
ッ
カ
ー
の
Ｗ

杯
で
日
本
が
健
蔵
し
た
陰
に
は
巖

し
い
鍛
錬
と
教
訓
が
あ
っ
た
に
ち

が
い
な
い
。
我
々
も
教
育

・
研
究

は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
も
っ
Ｌ

巌
し
く
箕
鎚
機
学
生
の
こ
と
を
身

近
に
考

え
る
べ
き
で
あ
る
。
多
く

の
学
生
が
集
ま
る
こ
と
が
で
き
る

魅
力
の
あ
る
大
学
に
し
て
い
こ

う
。蝶
と
の
挨
拶
が
あ

つ
た
。
そ
し

て
、
藤
★
誓
歳
色

脊・教
授

（法
人

評
議
員
）
の
音
頭
で
乾
杯
が
行
わ

れ
、
各
テ
ー
ブ
ル
で

一
斉
喚
ン
雪

ッ
キ
の
音
が
鳴
り
響
い
た
。

乾
杯
の
後
、
名
テ
ー
ブ
ル
で
は

◆

え
た
ビ
ー
ル
を
を
手
に
歓
談
が

始
ま
っ
た
。
な
が
ら
会
の
会
長
は

大
学
、
蹴
極
換
脱
、
船
屈
村
二
寵

念
病
院
、
歯
科
臨
床
研
究
所
の
職

員
で
あ
り
職
場
が
異
な
る
こ
と
か

ら
、
本
会
は
会
長
同
士
の
交
流
の

場
と
な
つ
て
い
る
。
ま
た
、
霞
頃

隠
じ
大
学

・
病
院
に
勤
疹
し
て
い

て
も
、
業
務
五
な
か
な
か
顔
を
会

か
せ
る
機
会
が
な
い
人
Ｌ
も
会
う

こ
と
が
で
き
、
近
況
報
告
を
す
る

姿
や
、
複
数
の
テ
ー
ブ
ル
に
顔
を

鰻 `!|=i藤、

おもな肉容
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鶏
し
諒
ぴ

合

ゑ

て

多
ど
え

ら
れ

た
。
当
局
は
梅
雨
の
影
響
で

一
日

眸
雨
の
降
り
続
く
焼
蕪
い
日
で
は

あ
っ
た
が
、
本
雹
毯

〈
資

の
気
気

で
あ
ふ
れ
楽
し
く
ビ
ー
ル
で
喉
を

消
す
こ
と
が
で
き
た
。

会
場
為
で
歓
談
が
進
め
ら
れ
て

い
る
中
、
会
の
目
玉
と
も
い
え
る

お
楽
し
み
抽
選
会
が
始
ま
る
と
、

「東
京
デ
イ
ズ
と
ユ
リ
ブ
ー
ト
ベ

ア
ー
濃
２
翔
ご
猪
待
」
、
「温
泉
旅

行
ペ
ア
と
治
２
日
ご
標
待
」
等
の

童
歪
孝
暑
細
を
目
の
議
に
、
誰
に
ど

の
賞
品
が
当
た
る
の
か
と
い
っ
た

様
子
で
場
内
が
さ
ら
に
盛
り
上
が

っ
た
。
ま
た
、
商
品
が
当
た
っ
た

人
が
大
寄
び
し
て
い
る
横
で
、
「よ

か
っ
た
ね
」
と
推
手
す
る
人
や
、

う
ら
や
ま
し
い
と
い
わ
ん
ば
か
り

の
表
情
の
人
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

表
情
が
見
ら
れ
た
。

会
は
拡鶴
鍾
也
毎
纂
議
兵
法

人
参
与
）
の
万
歳
三
轄
で
午
後
８

時
に
季
τ繭
じ
た
。
茎
日
の
様
子

か
ら
も
、
趣
旨
で
あ
る
本
法
人
職

員
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が

十
介
に
で
き
た
こ
と
で
あ
ろ
孔ヽ

ホ
ー
ム
と

ア
ウ

ェ
イ
、
ホ
ー
ム
が
断

然
オ
暴
だ
と
で
砲

ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ

を
見
て
い
て
つ
く

づ
く
そ
う
思
っ
た
。

Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
自
身
も

等
判

の
在
り
方
を

検
討
す
る
と
発
表
し
て
い
る
９
籍

に
様
錮
戦
で
の
ス
ペ
イ
ン
の
角

の
２
ゴ
ー
ル
は
客
観
的
に
見
て

気
の
毒
で
は
あ

っ
た
。

昔
か
ら
ス
ポ
ー
プ
の
世
界
、
繕

拒
格
閣
技

の
せ
界
で
は
本
―
ム

タ
ウ
ン
デ
イ
シ
ジ

ョ
ン
と

い
う

帯
棄
が
使
わ
れ
て
い
た
。
日
本
で

行
わ
れ
た
ボ
ク
シ
ン
グ
の
世
界

タ
イ
ト
ル
マ
ッ
チ
な
ど
で
公
平

に
見
て
騒
本
人
選
手
が
負
け
て

い
る
よ
う
で
も
、
又
、
逆
に
回
外

で
の
試
合
で
完
全
拒
瑠
本
人
選

手
が
勝

っ
て
い
る
と
思
え
る
と

き
で
も
、
工
反
紺
の
判
定
が
よ
く

あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

Ｌ
い
ゲ
言
葉
が
最
近
脚
光
を
浴

び
て
い
る
が
、
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界

で
は
、
こ
れ
が
絵
空
事
に
思
え

る
。
但
し
、
最
近
の
ハ
イ
テ
ク
機

器
を
嬬

い
て
判
定
す
る
水
泳
や

陸
上
競
技
で
は
完
全
に
公
平
で

あ
る
。
１
０
０
分
の
１
秒
差
、
も

ち
論
内
限
で
は
理
慶
不
能
な
と

こ
ろ
ま
で
、
正
確
に
判
定
さ
れ

る
。
そ
こ
に
は
、
ホ
ー
ム
も
ア
ウ

ェ
イ
も
な
い
。
ホ
ー
ム
で
や
る
と

き
サ
ポ
∫
タ
ー
の
熱
狂
的
な
後

押
」
ンが
あ
る
の
は
い
い
の
だ
が
、

そ
れ
に
よ

つ
て
ン
フ
リ
ー
の
判

定
ま
で
が
左
右
さ
れ
る
Ｌ
し
た

ら
、
そ
れ
な
ひ
い
き
の
ひ
蓋
観
し

た
な
っ
て
し
ま
・砲

劇
じ
ア
ジ
ア

の
痢
施
の
活
躍
を
率
ば
な
い
訳

で
は
な
い
の
だ
が
、
後
味
の
悪
さ

が
残

っ
た
。

はなみずき
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こ
の
態
ど
、
本
学
の
２
０
０
３

空

度
学
生
寡
峯
娑
項
が
決
定
さ
れ

た
。
努
歳
人
凛
が
減
少
す
る
中
、

各
本
年
が
生
き
残
り
を
掛
け
て
大

学
改
革
を
進
め
て
い
る
。
こ
う
し

た
状
況
下
で
、
今
園
決
定
さ
れ
た

学
生
募
集
の
制
度
に
は
、
幾
つ
か

の
特
徴
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

飾
学
部
に
理
し
て
は
、
入
試
区

分
ご
と
の
募
集
人
長
が
変
更
に
な

っ
た
以
外
は
神
年
度
と
同
じ
で
あ

る
が
、
こ
れ
‡
で
と
腕
様
歯
科
医

締
国
家
試
験
の
今
格
烹
す
ど
高
珍
る

よ
う
入
主
ｉ後
の
教
育
に
力
を
い
れ

る
ュ
〕と
を
基
本
，オ
一し
ｆ
＼

優
秀
な

学
生
を
幅
広
く
確
保
す
る
こ
と
に

務
め
る
こ
Ｌ
Ｌ
し
て
い
る
。

法
学
部
と
雑
ｇ癬）学
部
に
つ
い
て

は
、
ス
ポ
ー
プ
雑
建
入
試
を
２
回

■
分
け
て
募
集
す
る
こ
と
に
し
た

ほ
か
、
指
定
技
警
痛
入
試
、
鋒
別

選
按
入
試
、
大
学
入
試
セ
ン
タ
‥

試
験
貌
痛
入
試
で

一
部
変
更
が
な

さ
れ
て
い
る
。

指
定
枝
雑
薦
入
試
で
嫌
、
学
力

の
優
秀
な
学
生
を
多
基
受
け
入
れ

る
こ
と
を
れ
い
と
し
て
、
学
費
減

免
制
度
の
拡
大
が
な
さ
れ
た
。
砦

期
選
抜
入
試
で
は
、
自
等
学
校
在

お
け
る
得
意
科
爾
で
自
己
雑
海
で

ぷ
る
よ
う
に
な
っ
た
ｃ
ま
た
、
社

会

，
文
化
活
勃
で
地
域
社
会
社
貫

献
す
る
活
動
を
し
て
い
る
生
徒
を

幅
広
く
隻
け
入
れ
る
よ
う
に
，
で

い
る
。
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験

利
用
入
試
に
お
い
て
感
、
ビ
ジ
ネ

ス
企
瀬
学
科
が
新
た
に
参
加
す
る

こ
と
と
し
た
こ
Ｌ
一及
ひ
客
畳
塞
芝
Ｆ

校
が
積
極
的
権
セ
ン
タ
ー
試
験
の

受
験
を
進
め
て
い
る
状
況
か
ら
、

茎
一該
試
験
を
一受
験
し
、
そ
の
成
績

で
忘
願
す
る
者
に
対
し
て
学
者
減

免
制
度
を
薪
た
に
適
用
す
る
こ
と

と
し
た
ｃ

そ
の
他
の
入
試
任
お
い
て
も
、

昨
空
度
と
阿
様
に
学
生
を
受
け
入

れ
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
よ
り
多

く
の
受
験
生
が
本
学
を
志
願
す
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
。

法
学
部

・
経
営
学
部

指
定
校
挺
薦
入
試

軍

集
人
基

法
菊
亀
、
経
営
５。

名
、
情
線
管
理
３５
名
、
ビ
ジ
ネ
ス

企
薗
４。
名

試

験

日
一　
平
成
１４
年
五
月
２

麟
ω
試
験
科
霞
一　
面
曇
泰

面
接
、

推
暮

渉

聾

蒜

懇

甦

試
験
会
盪

本
学

○
支
援
　
事
業
成
績
が
学
習
成
績

概
評
の
Ｂ
段
階
以
上

（評
定
平
均

値
に
お
い
て
８

・
５
以
上
）
の
者

は
、
学
蒼
の
う
ち
、
授
業
料
の

一

部

（４５
万
踊
）
を
基
年
間
継
続
し

て
免
除
。

一
般
推
麓
入
試

軍

集
入
塾

法
３５
峯
、
経
営
弼

名
、
情
報
管
理
あ
客
、
ど
ジ
ネ
ス

企
画
諦
名

※
募
集
人
数
は
、
ス
ポ
ー
ツ
維
薦

入
試
を
含
む

試

験

風
一

平
成
１４
年
二
月
１６

痢
ω

〈法

・
ビ
ジ
ネ
ス
企
画
〉

平
成
１４
年
二
月
■７
日
①

〈
経
営

・
情
報
管
理
〉

凛試
験
科
量

　
面
接
票
、
面
嶺

霰
燃
委
盪
　
本
字

名ヽ
古
雄

粂

う

鍵

会

０
本
竪
ぜ
恵
願
と
し
、
本
学
が
指

定
す
る
競
技
種
鐵
で
奉
道
府
県
レ

ベ
ル
の
大
会
で
清
躍
し
、
優
れ
た

成
績
を
修
め
、
入
学
後
当
該

ス

ポ
ー
ツ
活
動
を
継
続
す
る
意
志
の

あ
る
者
を
対
象
。

霜

塞

販
技
種
且

一筆

《
野
球
、

バ
レ
ー
ボ
！
ル
、
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
、
種
撲
、
フ
ェ
ン
シ
ン

グ
、
剣
道
、
本
ッ
ケ
ユ
、
硬
式
庭

球
、
卓
球

⌒女
子
）、
柔
道

（女

子
）
軍

集
人
塾

法
３５
魚

経
甲
礎

名
、
情
報
管
輩
郷
名

※
募
集
人
数
は
、　
一
般
推
薦
入
試

を
含
む

一試

験

日
〕

一駆
期

一
平
成
整
年
麟
月
５
需
∞

後
期

中
平
成
１５
年
３
月
■。
四
ω

一試
験
科
園
一　
面
核

”鎖
雲
奮盪

本
写

○
支
援
　
指
を金
墾
必
種
目
に
お
い

て
優
れ
た
成
績
を
修
め
た
者
に
持

し
、
学
変
の
う
ち
授
業
料
及
び
施

設
維
持
費

（９５
万
期
）
を
４
年
期

免
除
、又
は
授
美
料
の

一
部
（４５
万

隅
又
は
あ
万
円
）

本
写
入
学
後
ア
パ
ー
ト
と
す
に
入

居
す
る
者
に
対
し
、
４
年
蘭
住
居

費
雑
助

（ミ
万
円
を
上
限
）。

一
盤
艶

発

議

雲
集
入
塾

法
誌
名
、
経
Ｔ舗

名
、
情
報
管
理
５。
名
、
ど
ジ
ネ
ス

企
画
弱
名

諏

験

量

Ａ
爾
軽

【
平
成
１５

年
二
月
３‐
日
①

Ｂ
憲
程

中
平
成
１５
年
２
月
１
日
①

～
２
月
３
日
⑭

※
試
験
憑
虐
由
選
択

護

験
科
量

〈
法

，
経
営

繕
錬

管
理
〉
「国
語
Ｔ
。
こ

（と
文

・漢

文
を
除
く
ド

料錮
本
鬼
必
」
「桂
界

史
Ｂ
」
霧
然学
〓
ゑ
登
子
Ａ

（教
と

式
）」
一英
語
１

・
亜
」
か
ら
Ａ
目

糧
は
３
科
日
、
Ｂ
日
程
は
２
科
目

選
択

〈
ど
ジ
ネ
ス
企
画
〉
『英
語

Ｉ

・
五
席
（必
須
）、
習
皇
帥
丁
・
二

（古
文
・漢
支
を
除
く
）≒
日
本
史

Ｂ
」
「世
界
史
Ｂ
」
蒻
寡
学
Ｘ

・
数

学
Ａ

（数
と
式
と
か
ら
Ａ
謝
程
な

２
科
目
、
昂
日
程
は
１
料
目
選
択

中試
験
会
場
一　
本
学

・
名
古
法

○
支
援
　
入
学
試
験
成
績
の
総
点

が
騎
％
以
上
取
得
し
た
者
な
、
学

費
や
つ
ち
授
業
群
及
び
施
設
縦
持

費

（銹
万
円
）
を
４
年
間
免
除
。

二
般
後
期
入
試

票

集
人
塾

法
Ю
名
、
絡
培
島

名
、
情
報
管
理
５
名
、
ど
↓ン
ネ
ス

企
画
１０
名

露

験

ユ

蔑゙

・５
年
３
月
１

日
①
蚕
籍

屋

（法

幕

営

蓬
緑

管
理
〉
一国
語
〓
・
Ｅ

（古
文
ｉ
猥

文
を
い
ψ↓
」
「日
本
史
Ｂ
」
一世
界

史
Ｂ
」
理
承
学
Ｉ
・数
学
Ａ

（数
と

式
と

「英
語
Ｘ

・
至
」
か
ら
２
科

目
選
択
〈ビ
ジ
ネ
ス
企
画
〉
一喪
話

Ｉ
・
Ｈ
韓
（必
須
）、
「国
語
三
・
Π

（古
文

・
湊
文
を
除
く
こ

一日
本

史
Ｂ
」
「世
界
史
Ｂ
」
癖
然学
三

一
数
学
Ａ

（数
と
式
と
か
ら
１
科
目

選
択
幹試
験
会
場
一　
本
学

ユ
名
古
屋

○
支
援
　
入
学
試
験
成
績
の
総
点

が
誇
％
以
上
取
得
し
た
者
は
、
学

費
？
つ
ち
授
業
持
及
び
施
設
維
持

安

（銹
万
円
）
を
４
年
間
免
除
．

セ
ン
タ
ｒ
試
験
利
用
入
試

全
離

鍵

鬱

●
２
０
０
３
年
度
入
試
か
ら
新
た

に
ビ
ジ
ネ
ス
企
画
学
科
も
本
入
試

に
加
わ
っ
た
。

習
夢
集
人
数
］

前
期

「
法
３
名
、

経
営
３
名
、
情
報
管
理
３
名
、
ビ

ジ
ネ
ス
企
画
３
名

後
理

【
法
２
名
、経
営
２
名
、情
報

管
理
２
名
、
ビ
ジ
ネ
ス
企
画
２
名

試

験

日
一　
本
学
独
自
の
篠
鶏

試
験
な
課
さ
な
い

覇

塞

会

響

隼

管
理
〉
本
挙
が
利
用
す
る
大
学
入

試
セ
ン
タ
ー
試
験
の
教
科

・
科
日

の
う
ち
、
受
験
し
た
蔦
得
点
の
２

（
ビ
ジ
ネ
ス
企
画
〉
本
学
が
利
癖

す
る
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
の

教
科

・
科
目
＠
う
ち
、
英
語
を
必

須
力
】し
、
外
国
講
以
外
の
教
科
か

ら
受
験
し
た
高
得
点
の
１
教
科
１

科
目
を
利
痛
し
選
核
す
る
。

○
支
援
　
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試

験
成
績
（２
科
目
）
の
総
点
が
∞
％

以
上
取
得
し
た
者
は
、
学
費
の
う

ち
授
業
料
及
び
施
設
維
持
費
（銹

万
剰
）を
４
年
間
免
徐
９

特
別
選
抜
入
試

●
本
学
独
自
の
制
度
で
、
全
国
か

ら
資
格
取
待
、
社
会

そ
の
絶
様
々
な
分
野
に
お
い
て
優

れ
た
個
性
と
能
力
を
発
揮
す
る
者

を
寡
り
、
社
会
的
に
有
為
な
人
材

の
育
成
を
目
的
と
す
る
も
の
。

雰

睾

盆

孟

法
に０
名
、
経
営
５

名
、
情
報
管
理
５
名
、
ビ
ジ
ネ
ス

企
顧
Ю
名

一審
査
区
分
一　
資
格
取
得
、
社
会
・

文
化
活
動
等

霊

験
科
目
〕

害
壊
審
査
、
面
接

二四

学

部

醤

姿

雲
集
人
麹

３。
名

証

験
自
一
平
成
１４
年
碑
月
２

日
①
［試
験
科
目
一　
本
論
文
、
面
接
、

推
薦
書
及
び
調
査
書
の
総
合
判
定

雷

験
〈
場

〕

本
学

一鐘

会

理遷
天
塾

鶉
名

一試

験

日
一　
平
成
盟
年
■
月
１６

鶏
ω
一試
験
科
自
一　
小
論
文
、
麗
接

一試
験
会
場
一　
本
学

一
般
入
試

冒
雰集
人
数
一　
鶴
名

一試

験

日
一　
平
成
あ
年
２
月
１

日
⇔
試

験
科
旦

小
ネ謝
文
、
更

語

二

，
Ⅱ
一
（必
須
）
、
「数
学

Ｉ

・

こ

・
教
学
Ａ

（数
と
式
江

一物
理

Ｉ
Ｂ
‐
一化
学
生
Ｂ
生
ｆ■
物
Ｉ
Ｂ
」

か
ら
１
科
目
選
択
、
一畑
接

試
験
〈奮盪

本
学
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本
学
で
な
、
様
々
な
面
か
ら
学

生
生
活
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
た

め
に
、
学
生
生
濃
支
援
繊
度
を
設

け
て
い
る
ｃ
入
試
制
度
の
中
で
紹

介
し
た
学
費
減
免
狸
度
も
そ
？
つ

ち
の
と
つ
で
あ
る
，
そ
の
他
の
支

援
制
度
を
次
に
紹
介
す
る
。

題
資
糠
綬
お得
支
援
細
蒼
一

逐

奉

蟹

轟

本
学
な
、
学
生
の
ス
キ
ル
ア
プ

プ
や
、
就
職
を
見
逮
し
た
資
格
取

得
を
支
援
す
る
た
め
、
資
裕
取
得

者
に
奨
学

¢
を
給
付
‐
し́
て
い
る
。

対
象
と
す
る
台
格
は
【
本
学
の

定
め
る
食
格
で
現
在
ユ
⇔
３
権
が

対
象
と
な
っ
ザく
い
る
。
峯
宇
金
は

費
格
ラ
ン
ク
に
よ
っ
て
３
段
階
あ

り
、
Ａ
ラ
ン
ク
Ю
万
円
、
Ｂ
ラ
ン

ク
５
万
輝
、
Ｇ
ラ
ン
ク
３
万
鶏
で

あ
る
。
（関
連
証
事
８
面
に
付
す
）

■
学
費
借
入
支
援
奨
学
金
制
度

（透

轟

・
蟹

導
議

・一理
蔀

）

卜●
資
支
４
９
指が
、
学
費
紳
付
の

た
ゆ
に
金
融
機
関
か
ら
借
入
れ
を

行

っ
た
場
合
、
そ
の
告
入
れ
の
年

湖
支
琢
馨
思
額
の

一
部
雑
栽
当
す

る
額
を
学
生
に
美
学
金
Ｌ
し
て
給

付
す
る
。

Ｅ
診
療
露
解
露
輿
反

（塗
議

姦
置
曇
〓
馨
議
）

本
学
の
紺
属
病
院
等

（船
痕
病

院
、
附
癌
村
上
一館
念
病
院
、
略
属

渡
科
診
療
と

に
お
け
る
診

馨

八
の
自
己
負
担
金

（保
健
診
療
は
全

額
、
自
者
診
捺
窒
甘は
半
額
）
を
補

助
す
る
ｃ

Ｉ
国
際
交
滅
支
援
制
度

◇
海
外
留
学
支
援

（法
学
部

・
経

営
学
∋
外
瓢
の
大
学
又
な
短
期
大
学

へ

留
学
す
る
者
た
対
し
て
、
留
学
期

間
と
年
１
銹
万
円
を
限
度
、
密
学

期
閣
ｏ
力
月
１
４５
万
綺
を
限
疫
Ｌ

し
て
奨
学
金
を
給
付
す
る
。

○
短
蒻
海
外
夢
修

（法
学
部

・
経

営
学
部

・
藤
学
部
）

入
学
後
の
学
業
成
績
が
優
秀
で

今
一笠
痩
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス

・
体
験
入
学
の
実
施
疇
程
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
ｃ
碁
知
り
合

い
の

方

の
子
発
に
受
験
生
が
い
ら

つ
う

や
い
ま
し
た
ら
是
非
と
も
ご
蘊
介

く
だ
さ
い
。

〈オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
〉

対
　
　
象
　
法
学
部

・
経
営
学
部

希
望
者

開
催
日
時

７
月
３．
日
岱
爵

”
∞
～
１４

【
３。

８
月
狩
日
御
受

【
ＯＯ
～
１４

】
３。

９
月
７
園
ω
１０

中
∞
～
里

”
３。

内
　
　
容

・
人
試
概
要
の
説
明

，
各
別
講
演

・
７
月
説
用
∩
　
１３

・・
斡
～

址
文
社
　
教
育
備
兼
セ
ン
タ
ー
長

大
塚
憲

一

一大
学
入
試
に
茂
け
で
の心
警

と

・
３
月
２。
厠
ぃ
　
錦

一
Ю
～

唐
木
恵
子
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ

ケ
イ
コ
先
生
の

「世
界
最
強
の
受
験
鵜
談
室
一

・
９
月
７
日
ω
　
ｌ３

中
Ю
～

員
鎚
か
な
リ
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ

一本
写
選
び
は
自
分
発
見
の
送

・
ゼ
ミ
然
験

。
模
境
法
廷

（本
物
の
法
廷
そ
っ

く
り
の
法
廷
教
室
を
開
放
し
、

模
擬
法
廷
を
体
験
）

人
物
良
好
疫
者
を
対
象
に
、
夏
期

体
戦
期
間
等
を
利
用
し
、
本
学
の

提
擁
校
等
で
の
短
難
海
外
赫
修
を

実
施
す
る
。
（研
修
費
用
の
全
額
又

は
半
施
癬
一度
を
大
学
が
裕
珍

○
海
外
研
修
支
援

（法
学
部

・
経

撃

も
自
主
海
外
研
修

（１０
日
～
≧
ヶ

月
桂
与

を
す
る
者
に
対
し
て
、

３。
万
田
を
限
度
と
し
た
奨
学
金
を

給
付
す
る
。

・
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
コ
ー
ナ
ー

（様
々
な

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
！

の
終
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
）

・
ア
イ
ド
ル
を
探
せ

（ど
ジ
ネ
ス

企
画
学
科
の
■
一Ｉ
ク
な
講
義
）

・
キ
ヤ
ン
パ
ス
自
由
見
学

会

験
入
学
〉

対
　
　
象
　
歯
学
部
希
望
者

開
催
日
埓

８
月
蛉
日
の
工

】
錯
～
発

【
∞

内
　
　
容

・
入
試
概
要
の
説
明

。
壌
擁
実
習

（ダ
ミ
耳
人
形
を
使

っ
て
実
際
に
歯
を
削
る
な
ど

の
体
鬱

・
学
内
施
設
の
晃
字

（臨
蓉
羹

習
室
、
解
割
実
η
室
、
附
属
病

院
各
診
療
科
、
Ｃ
Ｔ
安
羞
じ

※
当
日
な
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ

・

各
種
鶴
閣
霜
談

コ
ー
チ
ー
を

ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

※
基
躍
は
Ｊ
Ｒ
穂
積
駅
か
ら
ス

ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す

（経
針
Ｚ
ｏ

※
事
前
に
申
し
込
み
、
参
加
さ
れ

た
方
に
は
大
学
パ
ン
フ
レ
ッ

本
学
は
魅
力
あ
る
大
学
づ
く
り

に
向
け
て
大
学
改
革
に
取
り
組
ん

で
い
る
が
、
こ
の
ほ
ど
２
０
０
３

年
度
朝
日
大
学
基
本
計
画
に
基
づ

く
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
が
讐
長
企

卜
、
入
試
要
項
、
入
試
問
題
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
、
最
新
版

大
学
莱
角
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
！

※
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
が
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
入
試
譲

ま
で
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

・
Ｆ
Ａ

Ｘ
又
は
メ
ー
ル
に
て
お
無
ら

せ
く
だ
さ
い
。

画
運
営
会
議
で
決
定
さ
れ
、
法
学

部

・
経
営
学
部
に
つ
い
て
は
、
早

速
実
行
茶
の
策
定
に
取
り
組
む
こ

と
と
な
っ
た
。

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
、
③
教

育
の
質
の
向
上
②
豊
か
な
キ
ャ

ン
パ
ス
ラ
イ
フ
の
構
築
③
卒
業

生
の
社
会
で
の
清
躍
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
の
３
つ
の
柱
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。

①
教
育
の
質
の
向
上

杢

γ
が
、
転
会
か
ら
の
便

響

∈

評
価
を
得
、
ひ
い
て
は
学
生
を
安

定
的
は
確
保
す
る
た
め
に
は
、
教

育
の
質
の
腐
上
に
努
め
る
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
次
の
８
つ
の
項
目

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ア
、
各
学
舞
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
精

選

（日
標
３。
％
）
の
実
施

イ
、
選
択
ブ
ロ
グ
ラ
ム

（
ョ
ー

ス
制
）
全
弊
準
化

ウ
、
選
択
プ
ロ
グ
ラ
ム
推
進
者

の
決
定

工
、
ポ
ラ
ン
テ
イ
ア
・イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
実
施
甜
凶
裟
墓
冠

オ
、
Ｇ
Ｐ
Ａ

（グ
レ
ー
ト
ポ
イ

ン
ト
ア
ベ
レ
ー
一と

成
績
評

価
方
式
の
完
全
実
施

力
、
高
大
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

立
案

■
、
外
国
人
留
学
生
に
対
す
る

教
育
指
導
の
強
化

ク
、
学
生
に
よ
る
授
業
評
極
の

を餐
甕

タ

目

―入試・オープンキヤンパス・体験入学に関するお問い合せ先一

朝日大学入試課
〒501-0298 岐卓県本巣郡穂積郎]穂積1851

フリーダイヤル 0120-953327(入試専用)

TEL 058-329-1088
FAX 058-329-1089
ホームページアドレス http.tiミww.asah卜 u.acttp/

E― maii nyuusi@Blice,asah卜 u,ac、 ip

②
豊
か
な
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
の

構
築
と
も
す
れ
ば
征
機
賞
な
キ
ャ
ン

パ
ス
に
な
り
が
ち
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
地
域
社
会
に
開
か
れ
た
潤
い

の
あ
る
溝
力
に
満
ち
た
キ
ャ
ン
パ

ス
を
目
指
し
て
、
地
域
社
会

へ
の

貢
薮
を
果
た
す
な
ど
、
次
の
４
つ

の
項
目
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
っ

ア
、
Ｍ
Ｃ
Ｃ

（
マ
ル
チ
カ
ル
チ

ャ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
）
糖
な
の

笙
足

イ
、
学
生
の
経
済
支
援
二
徐
策

の
傍
食
廷

ウ
、
学
生

〓
卒
業
生
カ
ル
テ
の

構
築

工
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
基

太
喜
看
釘
の
筈
答
癌

③
卒
業
生
の
社
会
で
の
活
躍
を
サ

ポ
ー
ト

事
業
生
や
在
学
生
へ
の
サ
ポ
，

卜
を
通
じ
て
、
実
社
会

へ
＠
哀
献

を
果
た
す
こ
と
で
、次
の
２
つ
の
壊

目
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い

ア
、
各
学
部

・
学
科
の
就
職
指

導
・斡
焼
の
衰
仕
者
を
基
延

イ
、
同
窓
会
一垂
療
輛
あ
阜
体

案
の
作
成

以
上
の
３
つ
を
柱
と
す
る
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
そ
れ
ぞ
れ
期
限

ま
で
筵
策
定
し
、
で
き
る
と
こ
ろ

か
ら
婁
行
に
移
し
て
い
く
方
針
で

あ
る
。



2002年7月 1日 ASAHI UNIVERSITY NEWS LETTER 第 21号 (4)

新
年
度
が
始
ま
り
３
ヶ
月
が
過
ぎ
た
。
新
入
生
も
大
学
生
活
に
慣
れ
て
き
た
よ
う

一

で
、
学
生
の
弱
る
い
表
情
、
薬
し
そ
う
な
声
が
学
肉
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
見
ら
れ
る
。

４
月
か
ら
の
授
業
開
始
と
と
も
に
、
各
ク
ラ
ブ
の
活
動
も
開
始
さ
れ
て
い
る
。
斯

一

入
生
が
入
都
し
、
よ
り

一
層
活
動
や
練
習
権
力
が
入
る
時
期
で
あ
ろ
う
Э
各
ク
ラ
ブ

．

と
も
全
国
各
地
で
閣
雀
さ
れ
る
大
会
に
当
場
し
、
学
内
に
は
次
々
と
期
報
が
寄
せ
ら

．

れ
て
い
る
。
（関
連
記
事
７
面
に
付
す
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

‥
ホ
ツ
ケ
ー
郡
―

優
勝
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
男

子
ホ
ッ
ケ
ー
部
、
１
年
生
ば
か
り

セ
人
の
選
手
が
い
き
な
り
優
勝
を

勝
ち
Ｌ

っ
た
そ‥′

関
題
学
生
リ
ー
グ
葉
郡
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
本
ッ
ケ
ー
部
は
、
周

■
  :  .4

■i≦|1挙|
相手を交わじゴールを目指す

リ
ー
グ
春
李
り
苺
グ
戦
の
最
終
日

奪

月
２７
碧
ω
、
懐
早
総
合
写
園

烏
等
学
校
ホ
ッ
ケ
，
グ
ラ
ウ
ン

ド
）
に
、
４
郡
リ
ー
グ
実
力
睫
ｉ

の
日
本
福
社
大
学
Ｌ
対
職
し
、
接

戦
の
末
勝
利
を
修
め
、
金
勝
で
る

Ｖ
下
に
郭
と

今
春
創
絡
し

た
本
学
フ
ェ
ン

シ
ン
グ
部
が
ア

ベ
ッ
ク
餐
勝
を

果
た
し
た
り

４
月
２５
造
熾

～
５
月
鶏
巨
熾

任
欝
継
さ
れ
た

坤第
５２
回
関
西

学
生
フ
ェ
ン
シ

ン
グ
リ
ー
グ
戦

大
窒

フ
ル
ー

ン
・サ
ー
ブ
ル
・

工
べ
の
各
種
日

に
お
い
て
、
男

子
球
３
蓄
、
女

子
な
２
部
で
と

も
に
全
勝
優
勝

を
果
た
し
、
男

′′

― フェンシン

舅女 と

子

Ⅲ

，
，
　

身
´
ぞ
笠
猟
鬱
，
そ
‥
盗
ぞ
修
ぞ
‥

，

３
部
入
替
戦
に
て
、

広
島
大
学
を
重
姑
Ｏ

で
く
だ
し
、
創
都
わ

ず
か
２
ヶ
月
で
３
都

へ
昇
格
を
決
め
た
。

珂
部
は
平
成
爵
年

度
イ
ン
タ
と
ハ
イ

・

塵
体
の
高
校
二
定
で

あ
る
岐
阜
総
合
学
露

士建
薄
学
校
出
身
者
が

半
数
を
占
め
、
ま
た
、

全
国
各
地
か
ら
レ
ベ

ル
の
高
い
選
手
が
集

ま
り
鐵
部
さ
れ
た
。

今
回
の
大
勝
利
及
び

ス
ピ
ー
ド
昇
格
は
、
彼
等

の
個
々

の
力
を
結
集
さ
せ
た
結
果
で
あ
る

と
い
え
る
。

郡
の
優
勝
を
勝
ち
と

っ
た
。

ま
た
、
６
月
２
日
０
に
広
島
広

域
公
園
第
ｉ
球
技
場
で
行
わ
れ
た

予
は
２
郡
へ
昇
格

し
た
。
ま
た
、
新

入
戦
で
は
女
子
フ

ル
‥
レ
に
お
い
て
、

洒
井
単
実
さ

ん

（経
営
学
部

ｌ

と

が
優
勝
し
、

本
学
フ
エ
ン
シ
ン

グ
部
の
強
さ
を
見

せ
つ
け
て
く
れ
た
９

今
大
会
は
、
大

学
生
と
な
り
初
め

て
の
試
合
で
あ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
の
緊
張
を

は
ね
の
け
て
個
人

の
力
量
を
発
揮
し

た
。
売
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
選
手
で
あ

る
新
井
格
子
監
督

（本
密
種
冨
学

都
講
師
）
の
指
導
の
も
と
、
屈
都

が
今
後
ォ感の
よ
う
に
成
長
し
、
活

3部昇格を果たした若き籍鋭連

鋭い剣先が相手を迎え撃つ

躍
し
て
く
れ
る
の
か

大
変
楽
し
み
で
あ
る
。

狂
質
櫂
国
の
試
合
結

果
は
次
の
と
お
り
っ

一
フ
ル
ー
ン

ｉ
爪
林

府
大
歯
崎
体
育
館
／

４
月
２５
日
ヽ
２７
日
一

男
子
フ
ル
ー
レ
３
部

優
勝
・
親
日
大
学

（５
勝
０
敗
）

２
位
　
関
西
大
学

（４
勝
１
敗
）

３
位

神
戸
大
学

（３
勝
２
敗
）

女
子
プ
ル
ー
シ
２
継

優
勝
　
朝
日
大
学

↑
勝
Ｏ
越

２
位
　
大
阪
大
学
（４
勝
１
敗
）

３
位
　
一昼
苺
大
学
（３
勝
２
敗
）

一サ
ー
ブ
ル

・
泉
佐
野
市
オ
ー
ク

ア
リ
ー
チ
／
５
月
９
日
～
ｌｉ
日
一

男
子
サ
ー
ブ
ル
８
部

優
勝
　
萌
簿
大
学
（う
勝
◇
敗
）

２
位

大
啄

字

ぞ

勝
ｌ
警

３
位
　
関
西
大
学
（３
勝
２
敗
）

女
子
サ
ー
ブ
ル
２
都

優
勝

繊
陰
本
学
Ｔ
勝
◇
敗
）

２
位
　
関
西
学
院
大
学

（３
勝
ｌ
警

３
位

大
師突
学
σ
勝
２
修

一
二
ぺ

・
顧
戸
市
体
育
館
／
５
月

２．
躍
、
２３
態
一

男
子

エ
ペ
３
郡

露
務
朝
日
大
学
こ
勝
０
墓

２
位
　
密
強
大
学
（３
勝
２
敗
）

３
位
　
大
阪
大
学
（３
勝
２
敗
）

女
子
薇
ぺ
２
部

優
勝

朝
窟
大
学

（５
勝
０
敗
）

２
位
　
一尿
都
大
学
（３
疹
２
駿
）

３
位
　
育
麹
大
学
（３
勝
２
敗
）

【新
入
戦
／
４
月
郷
珂
】

男
子
フ
ル
イ
レ

５
位
　
丹
羽
箸
哉
⌒経
営
学
纂
二
年
）

８
笠
　
部石
調
誓
株
（経
営
学
部
１
年
）

女
子
フ
ル
ー
レ

優
勝
　
酒
井
ユ
実
｛維
曽
学
部
三
年
）

２
位
　
一^
一浦
麻
夜
子

（経
営
学
部
１
年
）

４
位
　
後
藤
裕
希経
営
一す部
１
年
）

５
位
　
中
曲
セ
イ
ラ

（経
営
学
慕
１
年
）

７
位
　
野
爾
菜
緒
（経
営
学
部
１
年
）

３
位
　
中
曲
成
代
（経
営
学
部
１
年
）

全勝優勝″・満面笑みのフェンシング部
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―
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
―

岐
早
県
ジ
グ
ビ
ー
プ
ツ
ト
ボ
ー

ル
協
会
が
主
催
す
る
第
７
騒
ギ
フ

セ
ブ
ン
ズ

（暴
社
会
人
７
人
細
ラ

グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
）
が

４
月
２８
騒
⑥
、
各
務
原
市
ゆ
目
衡

豚
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
、
本

学
ラ
グ
ビ
‘
フ
ッ
ト
ボ
，
ル
部
が

初
出
場
で
擾
勝
し
た
。

社
会
人
、
ク
ラ
ブ
チ
‥
ム
計
１２

矛
奄

委

子
は
県
内
で

行
わ
れ
た
２

大
会
姪
島
場

し
、
５
人
の

番
員
全
員
が

入
営
一修
た
。

６
月
２
口

①
、
岐
阜

メ

モ
リ
ア
ル
セ

ン
タ
‥
に
て

読
雀
さ
れ
た

ほ
早
柴
柔
道

然
藻
別
選
手

権
大
会

一
般

女
子
の
郡
に

ぉ

ぃ
で
、
５２

監

級

至

二

浦

愛

さ

ん

（法
学
部
１

年
）
が
優
勝
、
碕
絶
級
で
竹
尊
沙

世
さ
ん

（経
営
学
部
１
年
）
が
華

優
勝
、
冷
楚
超
級
で
豊
驚
香
柴
さ

ん

（経
営
逹
す
郎
１
年
）
が
準
優
勝

―柔道部一

部員全員が入賞を果たす
ギ
フ
セ
ブ
ン
ズ
優
勝
〃

―
卓
球
郡
―

新
人
戦
シ
ン
グ

女
挙
車
球
部
の
新
入
姓
が
、
岳

月
５
園
働
に
開
催
さ
れ
た
案
瀧
学

生
章
獣
新
人
大
会

（想
奮
魅
南
名

東
盛
ス
ポ
ー
ツ
亀
ン
タ
ー
）
で
、

女
子
・ン
ン
グ
ル
ス
、
同
ダ
プ
ル
ス

竣
縦
に
お
い
て
攀
優
勝
燿
輝
い
た
。

シ
ン
グ
ル
ス
で
は
張
魏
さ
ん

で
き
た
杓

同
大
会
は
４
月
２と
日
⑧
、
ガ
日

ω
、
務
日
岱
、
５
月
工
日
ω
、
１２

日
①
の
５
日
麗
、
中
郡
大
学
然
育

舘
、
静
園
大
学
体
管
館
、
そ
し
て

本
学
サ
ン
ラ
イ
ズ
ジ
ム
に
て
全
１５

試
合
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
。

今
国
の
大
会
に
て
全
勝
優
勝
を

惨
め
た
規
郡
な
、
目
襟
で
も
あ
る

１
部
へ
の
海
庵
か
基
一を
し
た
。

次
の
霞
標
は
、
１
蔀
リ
ー
グ
優

勝
‥
二
部
昇
格
の
勢
い
に
の
り
、

部
員

一
回
需
標
に
向
か
っ
て
観
意

を
燃
や
し
て
い
る
。

Ｗ
準
優
勝
〃

度
に
は
こ
金
さ
ん

（経
営
学
部
２

年
）
が
シ
ン
グ
ル
ス
優
勝
】射
場
造

麻
里
子
さ
ん
（経
営
学
秘
２
年
）
が

準
優
勝
、王
さ
ん
。射
場
隆
さ
ん
ペ

ア
が
ダ
ブ
ル
ス
で
優
勝
し
て
い

△
羊
《
然
で
は
、
グ
ブ
ル
ス

・
シ

ン
グ
ル
ス
と
も
に
愛
知
五
業
大
学

壮
口
一十
部
二
年
）
が
第
３
位
、
森
夕

一

貧
さ
ん

（経
営
学
部
二
年
）
が
べ

一

ス
ト
３
に
入
賞
し
た
。　
　
　
　
　
一

ま
た
、
男
子
で
は
１
７
１
名
の
一

個
人
戦
出
場
者
の
う
ち
ベ
ス
ト
８

一

に
二
宅
仲
明
さ
ん

（経
常
学
部
ｌ

年
）
が
入
質
し
て
い
る
。　
中
嶋
さ

ん
は
決
勝
職
で
延
長
の
末
、
指
し

く
も
被
れ
て
し
ま
つ
た
が
、
彼
女

の
健
閥
は
部
長
１８
名
の
大
き
な
励

み
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
ｃ

蔀
貝
を
翠

え
総
勢
２．
名
の
２
フ
ブ

と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
新
コ
ー
チ

と
し
て
ア
マ
チ
エ
ア
選
手
権
大
会

出
場
経
験
を
持
つ
岸
本
人
輔
さ
ん

舎半
成
１３
年
度
本
学
法
学
部
卒
）

を
迎
え
、
熱
の
こ
も

つ
た
指
導
を

受
け
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
一

厠
郵
に
は
牽
年
の
西
日
本
学
生

一

相
撲
個
人
体
重
別
選
手
権
大
会
入

一

費
者
も
所
属
し
て
お
り
、
個
人
戦
、

翻
然
戦
と
も
に
入
， ３
τ
目
指
し
日

々
精
進
し
て
い
る
。
今
大
会
の
よ

う
に
、
彼
等
の
今
後
の
活
避
に
期

待
し
て
い
る
。

に
優
勝
を
わ
た
し
て
し
ま
い
、
残

念
な
が
ら
３
連
覇
と
は
な
ら
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
両
極
鵞
に
お
い

て
準
優
勝
を
勝
ち
得
た
と
い
う
こ

と
は
、
彼
女
た
ち
の
宣
（ぬ
霞
な
練

習
の
成
果
Ｌ
も
い
え
る
。
そ
ん
な

彼
女
た
ち
を
こ
れ
か
ら
も
応
援
し

て
い
き
た
い
。

チ
ー
ム
が
崩
場
，し
，一欠
昇
（〈
不、
決

跡
で
は
昨
年
の
準
優
勝
チ
ー
ム
で

あ
る
岐
準
教
員
と
本
学
用
都
が
対

戦
Ｌ
、
わ
ず
か
１
ト
ラ
イ
の
先
点

に
抑
え
て
勝
利
を
得
た
◆

若
さ
Ｌ
燐
力
を
発
揮
じ
丈
海
学

生
ジ
ー
グ
と
謀
の
実
力
を
見
せ
て

く
れ
た
試
合
で
あ
っ
た
。

を
勝
ち
得
た
。
本
大
会
は
蔦
民
体

育
大
会
岐
専
県
代
表
の
選
を
会
を

兼
ね
て
お
り
、
本
学
逮
手
な
選
考

対
象
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
蔑
会
揚
で
６
月
９
患

①
に
全
臣
本
ジ
エ
エ
ア
体
重
射
逮

手
権
大
会
妓
阜
果
予
逮
が
鞠
銘
さ

れ
、
５２
欺
級
全
二浦
養
共
ん
が
優

勝
、
鶴
聴
級
で
竹
坤
沙
せ
さ
ん
が

撃
優
勝
、
藤
癖
手
江
美
さ
ん

（経

世
与
導
つυ零
・主
琵

が
３
位
、

盗
薙
級
で
泄
井
原
衣
ムえ

（緩
冨

本
学
鞭
娑
耶
が
関
西
地
区
で
齋

催
さ
れ
た
大
会
に
議
場
し
、
目
終
，

組
人
と
も
緯
活
躍
し
た
。

５
月
１２
瑠
①
、
大
阪
府
募
市
大

浜
公
顧
相
撲
場
で
魏
綻
さ
れ
た
第

鬱
題
西
日
本
選
抜
学
生
糧
撲
大

会

・
西
割
本
学
生
種
撲
新
入
選
手

権
大
会
に
お
い
デゝ

選
募
大
〈
ム
で

は
園
体
戦
３
位
、
新
入
戦
で
は
池

募
大
地
さ
ん

（経
営
学
部
１
年
十

が
個
人
戦
３
位
に
入
賞
し
た
。

ま
た
、
６
月
２
日
岱
ほ
扇
会
場

揮
て
開
雀
さ
れ
た
第
７６
理
藤
日
本

学
生
標
撲
選
手
権
大
会
に
お
い
て
、

２
部
題
体
戦
で
優
勝
を
跡
ち
と
っ

た
。
個
人
戦
に
至
っ
て
は
、
曲
方

大
輔
さ
ん

（経
営
学
郡
２
年
）
が

優
勝
、
閣
中
裕
輔
さ
ん

（法
学
秘

２
金

が
２
位
、
久
坐
球
さ
ん

（法
学
部
３
年

■
主
将
）
が
３
位

Ｌ
、
上
位
を
独
占
し
た
。

さ
ら
に
、
痢
大
会
で
行
わ
れ
た

リ
ー
グ
戦
に
お
い
て
６
位
と
な
り

今
径
度
？
量
鞣
の
１
つ
で
も
あ

っ

（織
瞥
学
部
長
年
）
が
進
露
猿

プ
ブ
ル
ス
で
は
中
暇
量
美
さ
ん

（族
学
部
ユ
馨
了
張
競
ざ
ん
ペ
ア

が
導
優
勝
を
勝
ち
取
っ
た
。

測
大
会
で
は
、
前
々
奪
度
に
は

一鰹
撃
轟
↓
さ
ん
奮
韓
雹
等
都
３
年
・

主
嬢

が
シ
ン
グ
ル
ス
優
鰺
、前
年

４
月
ほ
叡
部
さ

れ
た
本
学
然
育
会

剣
道
奉
な
、
６
月

２
日
０
、
粧
杷
島

ス
ポ

ー

ツ
セ
ン

タ
ー

（一変
始
果
名

古
屋
市
函
区
）
に

て
開
催
さ
れ
た
第

４５
園
東
海
学
生
剣

遊
新
入
選
手
権
大

本
〒

第
２５
団
束
海

女
子
学
生
剣
遊
新

人
選
一手
権
大
会
に

農
場
し
た
こ

女
子
学
生
選
手

権
で
は
個
人
戦
畠

場
者
７７
名
中
、
中

鳩

一
恵
さ
ん

（経
営
学
部
二
年
）

が
準
優
勝
、
水
江
蕗
菜
さ
ん

（経

た
１
酪
昇
格
を
成
し
遂
げ
た
。

斜
郡
お
年
の
歴
史
を
持
つ
本
学

組
撲
部
は
、
創
部
以
来
強
化
種
日

ク
ラ
ブ
と
し
て
活
動
し
て
き
た
。

昨
年
に
は
学
ぬ
に
報
撲
道
場
が
建

設
さ
れ
、
４
月
に
は
６
名
の
新
入

―バレーボータン薗i下

1部奪選!″
学
部
ユ
金

が
３
絃
、
硲
ｋｇ
題
級

で
豊
壽
脊
薬
さ
ん
が
優
勝
し
た
９

優
勝
者
は
７
月
ユ
期
ω
一焚
無
県
武

道
館
で
開
催
さ
れ
る
金
選
本
ジ
ュ

エ
ア
東
海
地
区
予
逮
大
会
に
鳥
場

予
冠
で
あ
る
。

相
撲
部
活
躍
イ
奪
部
復
活
／

第
１
１
３
回

東
海
大
学
男
女

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

戦
春
季
大
会
に

お

い
て
、
本
■

男

子

バ

レ

‥

ボ
ー
ル
都
が
全

勝
優
勝
し
た
ｏ

給
年

の
２
都
降

格
と

で
つ
屈
撃

を
か
み
し
め
、

今
年
度
は
１
郡

奪
層
を
懸
指
し

て
郡
員

．
同
が

一
九
と
な
っ
て

猛
練
習
を
積
み

今
剛
の
結
果
を

修
め
る
こ
と
が

一務
空
手
周

″々

盆
に
藤
属

し
て
い
る
若

野
新
入
さ
ん

（歯
学
部
４

年
・士
心
爺
）

が
、
全
翔
本

で
準
優
勝
じ

た
。若

野
さ
ん

は
、
５
月
８

周
の
に
開
催

さ
れ
た

『第

・３
回
全
日
本

新
空
手
道
選

手す
と
に
一
人
〈
菰』

（墓
挙
小道

舞

一瑾

場
）
に
お
い

て
、
３．
名
が

出
場
し
た
Ｋ

剣手道書「新共戦
1率
優勝

新空手  全日本で率優勝
‥
２
卜
こ
チ
メ
ン
ト
中
量
級
で
熟

聞
を
く
り
ひ
ろ
げ
、
栄
光
を
手
に

し
た
。

今
大
会
で
準
優
勝
を
修
め
た
若

野
さ
ん
は
、
今
日
本
荻
空
手
遠
連

題
細
定
２
０
〇
二
年
度
個
人
ラ
ン

キ
ン
グ
学
量
級
４
位
に
ラ
ン
キ
ン

グ
さ
れ
て
い
る
。
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５
月
憾
爾
ω
、
本
学
総
合
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
体
官
会
主
催

の
第
１
躍
ラ
グ
ご
―
祭
が
行
わ
れ

た
。こ

れ
は
、
杏
宇
が
進
め
る
本
写

ス
ポ
ー
ア
振
奨
策
の

一
環
と
し
て

行
わ
れ
る
ス
ポ
ー
フ
イ
ベ
ン
ト
で

あ
り
、
４
月
の
ソ
ェ
ン
シ
ン
グ
都

創
部
紀
念
残
技
会
に
続
く
、
本
年

度
第
２
聾
と
し
て
実
施
し
た
も
の
（

近
年
の
強
化
が
実
り
東
海
Ａ

リ
ー
グ
た
一雇
君
じ

（平
成
導
年
度

ぶつかり

感
第
３
位
）
、
り
Ｉ
グ
優
勝

そ
し
て
大
学
選
手
権
鶏
場

を
狙
う
こ
と
が
で
き
る
位

置
に
ま
で
き
た
本
学
ラ
グ

ぞ
二
部
な
広
く
知
っ
て
も

ら
う
と
と
も
に
、
小
学
生

か
ら
高
校
生
ま
で
篠
い
た

る
広
い
範
囲
の
ラ
ガ
ー
に

ラ
グ
ビ
ー
の
楽
し
さ
を
伝

んゝ
、
歳班
技
力
の
向
上
に
寄

与
す
る
こ
と
が
今
期
の
趣

い癖
。当

コ
な
、
一醒
鶏
か
ら
の

強
い
雨
も
あ
が
つ
て
、
ま

のラガーマンが

子よ
履軍サ与

蔑等学校籟待試合で

大阪工業大学高校が

あ
ま
あ
の
ヨ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
開

琵
午
前
は
、
癌
校
生
、
中
学
生
そ

し
て
小
学
生
を
対
象
と
し
た
ラ
グ

ビ
ー
教
室
が
行
わ
れ
た
。
本
場

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
ニ
ッ
ク

・

ブ
耳
―
ス
氏
が
。
社
会
入
ト
ッ
プ

チ
耳
ム
神
戸
製
鋼
ス
テ
ィ
ユ
一フ
ー

ズ
か
ら
は
引
津
、
増
保
、
音
瞬
、

癖
上
の
４
氏
が
特
窺
コ
ー
チ
を
し

て
参
加
、
教
室
参
娩
人
数
は
２
０

０
名
を
超
え
た
。

午
後
か
ら
は
、
高
校
及
び
大
学

の
チ
ー
ム
の
招
待
試
合
が
１
試
合

ず
つ
組
ま
れ
、
オ
フ
に
も
か
か
わ

ら
ず
各
試
合
と
も
好
ゲ
ー
ム
が
民

開
さ
れ
た
。

試
舎
績
異

大
五
基
豪
」
範
Ｘ
こ
閣
痴
三
高
校

朝
巨
大
学

（Ю
ｘ
〕
）

名
吉
屋
学
院
大
学

ま
た
、
会
場
に
は
本
学
ラ
グ

ビ
ー
郡
父
号
会
に
よ
る
養
食

（弁

当
、
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
め
ん
）
サ
ー
ど

ス
を
始
め
と
し
て
、
ト
ン
ー
エ
ン

グ
機
器
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
嘉

ン
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
の
試
飲

そ
し
て
本
学
歯
学
部
に
よ
る
今
話

題
の
マ
ウ
ス
ガ
ー
ド
の
提
供
等
、

サ
ー
ビ
ス
ヨ
ー
ナ
ー
も
多
彩
に
用

意
さ
れ
、
小
学
生
た
ち
は
弁
当
、

ち
ゃ
ん
ぽ
ん
め
ん
を
ば
く
つ
き
、

高
校
生
は
マ
ウ
ス
ガ
ー
ド
獲
興
味

津
々
の
犠
十
で
、
本
行
事
は
盛
況

の
つヽ
ち

に
幕
を
閉
じ
た
。
次
国
の

開
催
が
待
ち
遠
し
い
ラ
グ
ビ
ー
祭

で
あ
っ
た
。

前
日
の
面
の
中
、
会
場
設
営
を

一
手
に
喪
き
う
け
て
く
れ
た
ラ
グ

ビ
ー
部
長
、
昼
食
の
お
世
話
を
し

て
い
た
だ
い
た
父
母
会
の
皆
さ
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
９
抜

群
の
テ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
し
た
θ

留
学
生
別
科
研
修
旅
行

日程

ラグビーの楽しさをニックさんから教わる

■大学展・

６
月
１４
爾
ω
、
留
学
生
慶
科
生

７３
名
が
研
修
旅
行
に
参
加
し
た
。

研
修
旅
行
の
行
き
先
は
、
県
内

高
山
市
の
飛
騨
の
星
及
び
吉
い
町

立
み
地
区
で
あ
っ
た
。
最
初
に
飛

騨
の
豊
を
論
れ
た

一
行
な
飛
騨
名

物
の
昼
食
を
集
し
ん
だ
後
、
彼
等

の
生
活
拠
点
で
あ
る
穂
積
露
周
辺

で
は
見
る
こ
と
の
な
い
飛
騨
古
来

の
ハ
魯
＃造
り
の
民
家
に
驚
き
を
障

せ
な
い
様
子
で
、
力
ど
７
τ
を
手

に
記
念
撮
影
を
楽
し
む
姿
が
多
く

見
ら
れ
た
。

バ
ス
で
数
分
移
動
し
古
い
灯
並

み
地
区
に
到
着
し
た

一
行
は
、
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
日
本
の
小
京
都
と

呼
ば
れ
る
風
重テ
τ
楽
し
み
な
が
ら

散
策
し
、
書
の
自
本
を
新
鮮
に
感

民家の炉端であぐらをかく別科生

古い町並みを敵策

じ
、
外
圏
簿
征

に
興
味
津
々
と
い

っ
た
様
子
で
あ

っ
た
。　
一
方
、
お

生
産
を
選
ぶ
の
に
必
死
な
別
科
生

の
姿
も
あ
っ
た
。

古
さ
良
き
選
本
文
化
の
残
る
高

出
を
敏
策
で
き
た
こ
と
は
、
別
帯

生
に
と
っ
て
非
常
に
有
意
義
な
簿

閥
で
あ
つ
た
。
今
回
の
研
修
は
盪

本
の
新
た
な

一
面
を
体
感
し
、
ま

り

一
層
日
本
に
興
味
を
も
つ
き

っ

倉
箸

∝
な
っ
を

】と
で
あ
々
砲

農 E

東 女 東 京

嘉帝漏 新
｀
潟

長 野

長 野

松 本 11-12 ・一番翔 J

簿 関

静 闘

iE～

浜 松

登 芸爵

豊 橋
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1

賊 阜
捜 阜

:
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`津

13:l10
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大 阪 大 阪
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/29(E〕

鶴

5

番
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寄 松
1

▼ a
アレ

力 機

〕
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―
硬
式
野
球
部
１

新
人
戦
・優
勝
〓

本
学
覆
式
野
球
都
は
、
５
月
蛉

日
⑪
、
２２
Ｈ
伽
に
岐
皐
経
済
大
学

球
場
及
び
ア
ポ
ロ
ン
球
場
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
東
海
地
区
大
学
野

球
リ
ー
グ
２
０
０
２
年
度
香
李
霧

入
戦
岐
阜
大
会

へ
出
場
し
た
。

１
周
税

（・９
贈
）
娘
岐
阜
聖
徳

学
国
大
華
に
７
対
と
、
２
回
戦
（２２

層
）
は
一壕
単
経
済
大
学
に
７
対
Ｏ
、

そ
し
て
、
決
勝
戦

（２２
日
）
は
帯

京
学
院
大
学
に
４
対
２
で
勝
剰
し
、

優
勝
を
果
た
し
た
。
県
大
会
を
観

額
し
た
爾
都
感
６
月
燐
日
①
伊
勢

球
場
で
開
総
さ
れ
る
東
海
大
会

ヘ

出
場
す
る
。

個
人
表
影
受
賞

東
海
地
区
大
学
野
球
２
０
◇
２

年
度
香
李
壊
早
リ
ー
グ
が
５
月
１２

園
岱
に
終
了
し
、
本
学
は
峻
阜
聖

徳
学
園
大
学
に
破
れ
柔
念
な
が
ら

東
海
地
一体
大
会
へ
は
進
熊
で
き
な

か

っ
た
。
し
か
し
、
個
人
表
彰
で

は
４
名
の
選
手
が
ベ
ス
ト
テ
イ
ン

に
選
出
さ
れ
た
。

ベ
ス
ト
ナ
イ
ン

河
野
黄
史

（投
手
／
経
営
学
部

４
と用
上
貴
吏

（
一
塁
手
／
経
営
学

部
４
年
）

松
原
巻
晃

一
．基
手
／
法
学
部

４
年
）
々
／，、営
帯右
貢

（指
名
打
者
／
法
学

蓋
姿
と
屈
部
で
態
競
主
将
、
新
副
キ
将

が
選
出
さ
れ
薪
し
い
チ
ユ
ム
で
ス

タ
ー
ト
し
て
お
り
、
祭
り
Ｉ
グ
、

平成14年度車月隠大学公開講座

メインテーマ 『ストレスの解消法』
調  程

穂横田I総合センター

大ホール (サンシャイン本―ル)

成人一般
(年齢・性房llは F舞辱いません。)
1000名

無料

写真  程 謙 営年 議義蓬筵:

8月 10霞 tB

18i00～ 13140 醐 語 式

医者がすすめる
ストレス解i肖法

13語0～ 14:50
加條「を弘

1う :OO～18:10
名誉教授
吉穏定宏

ストレスを活か
=

8月 17日 〔善

13:80～ 14:40
法学部数摂
幽本英弘

心身の建康のための
ストラス矮消と運動

14:5C～ 16:側
長導電をカコ薇
投石保広

スト1ンスヘの心理的対処法

16:礎～16:lG 弱

会  場

対 象 者

募集人員
受 講 料
扉 覇 賜 団 露 署 課

=縣
藤 輻 固 調 B獅離 ″と'EEB琳|

東
海
地
区
大
会
制
覇
そ
し
て
先
輩

の
果
た
せ
な
か
っ
た
神
営
球
場
に

お
け
る
全
目
大
会
出
場
を
目
標
に

日
々
練
習
に
励
ん
で
い
る
。

硬
式
野
球

都
待
望
の
屋

内
野
球
練
習

桑

、
軽

灯
大
学
穂
積

字
野
議
の
地

をと
本
挙
は
ス

対
策

の

一
環

と
し
て
、
昨

年
か
ら
福
撲

道
場
、
卓
球

場
、
ト
レ
ー

エ
ン
グ
ル
ユ

ム
等
を
有
す

る
Ａ
Ｕ
ク
ラ

ブ

ハ
ウ
ス
の

増
纂
、
フ
ニ
ン
シ
ン
グ
場
の
建
設

な
ど
強
化
ク
ラ
ブ
の
施
設

・
設
備

を
整
え
て
き
た
。

獲
式
野
球
郡
は
、
学
内
の
練
習

場
と
車
で
１５
分
の
距
離
に
あ
る
ア

ポ
コ
ン
球
場
で
練
習
を
し
て
き
た

が
、
燈
外
の
た
め
雨
天
あ
る
い
は

久
蕩

で
の
練
菅
は
困
難
で
あ
っ
た
（

し
か
し
、
今
題
屋
内
練
習
場
が
完

成
し
た
こ
と
に
よ
り
１
年
間
を
通

し
て
効
果
鶯
な
練
習
が
可
能
と
な

り
、
練
習
量
を
格
段
亀
増
や
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一務
線
習
場
は
毛
足
５
・
５
０

の

入
五
芝
が
敷
き
誌
め
ら
れ

ぞ

ッ

チ
ン
グ
マ
ウ
ン
ド
除
く
）、
一
歩
足

を
踏
み
入
れ
る
と
大
変
す
が
す
が

工
一　
　
本
華
で
は

高
大
連
携
プ

ロ
グ
ラ
ム
と

し
て
、
寓
等

労
藩
べ

の
議

張
講
座
を
行

っ
て
い
る
。

金

が
写

る
豊
罪
入

的
資
源
を
活

用
し
、
高
校

教

育

の
充

実

，
発
展
ヘ

の
積
極
的
な

支
援
活
動
を

推
進
し
て
い

る
。ま

た
、
高

校

，
大
学
聞

の
連
携
教
育

を
模
索
す
る

こ
と
か
ら
、

議
解
讐
室
用
は

場内には鮮やかなグリーンの人工芝が敷き詰められている

ポ
I

し
く
感
じ
る
。
施
設
内
に
は
バ
ッ

テ
イ
ン
グ
・守
傭
練
習
場
、
マ
シ
ユ

ン
打
撃
練
習
場
、
テ
ィ
ー
バ
ノ
ア

イ
ン
グ
練
習
場
、
ピ
ッ
チ
ン
グ
練

習
場
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
ま
た

ど

ッ
チ
ン
グ
マ
ン
ー
ン
は
、
ア
ー

ム
式
と
昇
降
式
カ
ー
ブ
マ
シ
…
ン

各
ｌ
食
が
常
設
さ
れ
て
い
る
。

同
施
設
は
、
本
学
か
ら
東
へ
約

８
０
０
メ
ー
ト
ル
、
乗
用
車
２５
台

の
駐
車
が
可
能
で
あ
る
。
４
月
１９

日
か
ら
練
習
が
開
始
さ
れ
て

天
候
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
部

員
は
魏
な

に
汗
を
流
し
て
い
る
。

匡

高
等
学
校

へ
教
員
の
教
育
研
究

成
果
を
遠
元
す
る
こ
Ｌ
に
よ
り
、

本
学
を
広
く
知

っ
て
も
ら
う
と
と

も
に
麗
か
れ
た
大
学
と
し
て
前
進

し
て
い
き
た

い
。

次
に
本
笙
度
の
鵬
保
護
獲
を
紹

介
し
ま
す
っ
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実
学
教
育
を
重
視
す
る
本
学
に

は
、「朝
口
大
荘恋
羅
取
径
↓衰
制

度
」
と
い
う
組
度
が
あ
る
。

本
観
症
は
、
学
生
任
実
社
会
で

役
立

つ
食
格
の
取
得
を
美
励
す
る

と
Ｌ
も
に
、
個
人
の
学
留
成
果
を

適
切
に
評
価
し
、
取
得
し
た
資
格

任
応
じ
て
美
学
金
を
給
行
す
る
こ

と
で
、
よ
り
■
実
し
た
学
生
生
活

が
送
れ
る
よ
う
士
ｋ栃
す
る
こ
と
を

摩
的
と
し
て
い
る
ｃ

支
絵
対
象
者
は
、
法
学
蔀

・
経

営
学
部
に
在
籍
す
る
学
れ
で
、
別

に
定
め
た
資
袴
の
検
定
試
験
及
び

採
用
試
験
に
合
格
し
、
そ
の
資
格

を
取
得
し
た
者
で
あ
る
っ
歌
得
時

期
は
在
学
中
だ
け
で
は
な
く
、
本

学
入
）子
で

含
ま
れ
て
い
る
。
各

台
裸
は
、
そ
の
種
類
や
級
の
難
易

度
に
よ
り
Ａ

・
Ｂ

・
Ｃ
の
３
ラ
ン

資格名 奮とを,ンク

実漁更詮 !交戯こ校定 :英誕検定協会 C 進 ク』 1

TOEIC Fジネス婁ミ■ニケーヽノコン協会 C

TOF年 1 支換機給森 A !

蒼記検定 日森穏 !
B 2 I

終言£実務検定(全議) (鶏 )全国由業高等学校協会

毬

C
|

五
経
，

一群
一

4

G

5

小売茄と崚発生a検定 Fl蒸鸞i G

どジ7ヽス能力 4食定 (8か張) 多学校′立文育振興会 G 3

捧マ~↓ザ,構や 字能ブ,絵定 務会 C 2 3
「工会議所 C 2

掻l警革務技能者 C

1フーブ臣¬実務検煮 (R返 )全題商崇高等学校協会
3

C

1

ク

2

4

粉綴システムンドミニストと″―タ な特報処理魏発協会 C 2

槌軽処理遷轟能力検定〔」接〕 :学蒸す教 ョ
ニ
蝙翼会 C 3 ?

F蒼零処理検定(全薦) (霧 )今詈薦美高幸学校総会
B 1

6

11ヴネスコンピューティング統t. 樹本 : ュエ食読 P, 2

悔報技術検定 1入金置五乗き等挙糖協会 タ 2

漂〉ゼi 夕をl鶏技術検定 (謝 )全国商表高等等校機会
B

C

掛本語能力試験 (効 )日本図際教育協会
B
C
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5
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本
学
に
は
資
格
取
得
支
援
斜
度
が
あ
り
ま
す
〃

ク
に
分
け
ら
れ
、
給
付
額
む
そ
の

一

ラ
ン
ク
に
応
じ
て
定
め
ら
れ
て
い

る

（Ａ
ｌ
鸞
万
用
、
Ｂ
ｌ
５
万
時
、

Ｃ
ｔ
Ｓ
万
円
）。
中
請
聴
期
は
年
４

囲
、
革誓
豪
薯
二
厚
生
課
に
て
と

り
行
っ
て
い
る
。

今
年
度
最
初
の
準
語
理
理
に
は

４７
名
が
中
講
を
行
い
、
Ａ
ラ
ン
ク

資
格
収
得
監
名
、
Ｂ
ラ
ン
ク
食
格

取
得
１７
名
、
Ｃ
一フ
ン
ク
資
格
取
得

～心の病気とtま何でしよう?心の病気は治るのでしょうか?～
カウンセリングは心のくすり

心の悩み、不安、困つていること、どんなことで■相談|こ応じます。
気楽に来て下さもヽ。二人のベテランカウンセラーが君をまつてます。

皆
さ
ん
は
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を

ご
存
じ
で
す
か
？
齢
み
事
相
談
の

車
調
家
の
こ
と
で
す
。
俗
に
カ
ウ

蕗
名
で
あ
っ
た
。
今
理
の
取
得
状

況
を
み
る
と
、
簿
記
実
務
検
定
（全

藤
）、
小
売
商

（販
売
上
）
検
定
、

撃
ン
ピ

ュ
ー
タ
利
用
技
術
検
走
、

情
兼
処
理
検
定

（全
商
）
な
ど
の

取
得
者
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
瑕
本
語
能
力
試
験
の
合
格

者
も
目
立
ち
、
外
国
人
留
学
生
の

努
力
が
感
じ
ら
れ
る
。
今
後
も
、

学
生

一
人

一
人
が
こ
れ
か
ら
必
要

と
な
る
資
格
、
興
味
の
あ
る
資
格

に
チ
ヤ
ン
ン
ジ
し
、
本
制
度
を
利

用
し
て
ほ
し
い
と
碁
亀

一半
成
“
年
度
４
月
の
準
講
状
況

を
瀦
表
に
て
紹
介
し
ま
す
。

し
て
も
適
当
な
園
答
で
は
ぐ
ら
か

さ
れ
て
し
ま
つ
た
り
し
て
結
果
的

に
鵜
談
し
な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
と

後
秘
す
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
玄ゝ

そ
の
よ
？ヽ
ぼ
時
に
本
大
学
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー
の
２
第
の
カ
ウ
ン

セ
ラ
ユ
が
皆
さ
ん
の
悩
み
事
の
種

談
相
手
と
な
り
ま
す
。
鵜
談
為
容

に
つ
い
て
は
、
秘
密
を
厳
守
し
ま

す
の
で
、
特
に
他
人
に
相
談
し
た

く
な
い
よ
う
森
悩
み
事
を
打
ち
襲

ゆ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

本
大
学
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
免

生
方
及
び
穏
談
簿
翻
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

ン
セ
リ
ン
グ
を
受
け
る
と
い
う
い

い
方
を
し
ま
す
が
、心
の
病
（や
ま

じ
を
治
す
た
め
に
カ
ウ
ン
セ
ラ
モ

が
い
る
の
で
す
。

何
ら
か
の
悩
み
事
を
抱
え
た
時

に
皆
さ
ん
は
、
家
族
、
大
学
の
先

生
、
友
達
、

先
輩
な
ど
自

分
の
身
の
回

り
に
い
る
入

に
相
談
す
る

こ
と
と
思

い

ま
す
。
し
か

し
、
内
容
に

よ

っ
て
は
、

ど
う
し
て
も

こ
れ
ら
の
方

々
に
驀
談
し

た
く
な
い
よ

う
な
事
も
あ

る
で
し
ょ
う

し
、
勇
気
を

持

っ
て
稿
談

平林 事字琵先生
平れ`本クリニック焼長
元中畜る誓院大学多女授
壽畜神科奮隣i5
面才〔喜蒔 F脅弓
毎週金曜 露 12:30～

富地幸雄先生
岐阜カウンセリング研究所所長
心「里4目談員
聴床心理士
面接時間
毎過 月曜 日13:30～

相談は健康保険診療で1よありませんが無料です。
4目談はできるだIサ下記まで予約して下さい。

(連絡先)8058-329-1099 鋳帯電話090-3950-0467

朝日大学健康管理センター

2001年度決算報告書
本学が,092年 5月 23日魏整の理事会で確定した2∞二年度の決算報告は次のとおり。

繊収不能引当金繰入額
徴収不脅r‐額

6,713
8、 716
B87
121

6

22

〔泊斎支幾〕
大件費
教育研究経費
管理経費
資産処分差額

く百万閣
'鹿

　
　
　
入
緩

弾坤魏郷緋抑攀攀魏纂紳

(百万需 )
6、 968
54
58
686
,,00′

3
35

7、 429
119

∠ヽ 1,289

全

:3,46514,47:合  計

人
事
消
息

塞

愚

還
殿

（４
月
３。
日
付
）
▽
宮
崎
俊

行

（大
学
院
一法
学
研
究
科
教
授
）

（５
月
３．
日
付
）
▽
墓
出
啓
朗
（歯

学
部
講
師
）
（６
月
３。
目
付
）
▽
原

田
　
純

（歯
学
部
教
授
）
▽
久
保

翻
芳
則

（議
学
部
訪
教
授
）
▽
近

藤
雄
司

（歯
学
部
講
爺
）
▽
平
踵

哲
朗

（歯
学
部
賜
手
）

採
用

⌒６
月
１
豊
付
）
▽
鳥
崎

信
（蛭
子
都
議
亜
●
月
１
日
０

▽
中
谷

圭
（簿
軍
肇
鋪
）
▽

籍

雰

（導

轟

延

Ｘ

府
碗
子
密
必薫
筋
翌

昇
任

（５
月
１
日
付
）
▽
法
学
部

教
授

杉
最
上
秋
、建
本
英
弘
⌒同

学
部
助
毯
こ

（６
月
ｌ
曰
雹

▽

歯
挙
致財
教
授

溝
上
童
籍

（周

学
郵
琵
Ｊ

拿
務
鬱

採
用

⌒７
月
と
日
付
）
▽
井
川

希
、
遠
藤
美
保

⌒階
属
村
生
一証
念

持欅
事
務
墾
爆
事
一番

〈医
療
馨

退
職

（６
月
３。
霧
付
）
▽
藤
服
筆

希
子
、
今
井
美
由
紀
、

守
屋
工
之

（貯
属
村
上
記
本
建
椒
匪

看
護
都
看
護
鯨
）
▽
益
戸
一す
寿
（腔

癌
構
上
記
念
病
院
一右
護
郡
准
看
護

師
）
（７
月
３．
日
付
）
▽
嶋
錮
美
紀

（附
極
獅
院
歯
科
衛
生
都
歯
科
衡

生
士
）
▽
国
井
み
ゆ
き

（踏
属
村

上
記
念
病
院
看
護
郡
副
看
護
師

こ

▽
盤
鰺

番

籍
憂
再
上
記

念
病
陰
葎
譲
郡
密
範
握
ｕ

採
用

（５
月
１
碧
付
）
▽
浅
井
美

佳

（附
癌
村
主
記
念
病
院
看
護
郡

を
畿
延

▽
走
村
盤

布

（雪
毎
佃

上
一記
念
病
院
看
護
郡
荘
看
護
師
）

（５
月
お
日
付
）
▽
村
構
左
記
十

（附
癌
村
上
記
念
病
院
薬
局
薬
剤

誦
）
（６
月
１
機
付
）
▽
寂
容
美
歯

紀
、
中
村
真
理
子

（附
属
村
上
記

念
病
婉
看
護
都
一舞
毒
Ｕ

（７
月
１

『
付
）
▽
宇
野
め
ぐ
み
、
酒
井
八

絵
、
塔
閥
真
由
美
、
長
坂
清
文

（階
属
村
上
記
念
病
厖
斎
譲
番
君

護
師
）
▽
加
藤
管
佳

（附
属
村
上

記
念
病
院
放
射
線
一傘
諺
輝
荻
射
線

技
師
）
（３
月
１
日
付
）
▽
尾
藤
仁

美

（確
厘
病
院
首
朴
衛
生
部
歯
科

衡
生
士
）

朝

口

大
学

歯

学

部

附

癌

附

属

病

院

０
衝
∞
〈∞
囀
Φ
〉
Ｆ
“
一時

村
上
記
念
病
院

０
９
ω
〈
博
９
ω
〉
∞
０
〇
一


